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公共下水道事業会計

１ 収益的収入・支出

（収入）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 増 減 率

2,810,712 100.0 2,751,550 100.0 59,162 2.2

１ 営業収益 1,458,455 51.9 1,366,775 49.7 91,680 6.7

２ 営業外収益 1,352,257 48.1 1,384,775 50.3 △ 32,518 △2.3

（支出）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 増 減 率

2,460,787 100.0 2,362,317 100.0 98,470 4.2

１ 営業費用 2,261,291 91.9 2,216,413 93.8 44,878 2.0

２ 営業外費用 189,446 7.7 135,854 5.8 53,592 39.4

３ 特別損失 50 0.0 50 0.0 0 0.0

４ 予備費 10,000 0.4 10,000 0.4 0 0.0

　令和６年度の収益的収入・支出予算は、収益的収入が２８億１千万円で、対前年度比２．
２％の増、収益的支出が２４億６千万円で、対前年度比４．２％の増となっています。

１ 下水道事業費用

１ 下水道事業収益

（単位：千円・％）

款　項
令和６年度 令和５年度 比 較

（単位：千円・％）

款　項
令和６年度 令和５年度 比 較

下水道事業収益では、下水道使用料の改定に伴い営業収益が9千万円の増、一般会計補助金の減に
伴い営業外収益が3千万円の減となっています。

下水道事業費用では、終末処理場の維持管理費及び流域下水道維持管理負担金が減となった一方、
減価償却費の増により、営業費用が4千万円の増となっています。また、終末処理場消化槽設置事業
の完了に伴う消費税の増などにより、営業外費用が5千万円の増となっています。
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２　資本的収入・支出

（収入）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 増 減 率

431,859 100.0 2,351,307 100.0 △ 1,919,448 △ 81.6

１ 企業債 357,500 82.8 1,301,100 55.3 △ 943,600 △ 72.5

２ 他会計出資金 1,689 0.4 1,049 0.1 640 61.0

３ 他会計負担金 36,303 8.4 36,401 1.6 △ 98 △ 0.3

４ 国庫補助金 33,275 7.7 1,012,037 43.0 △ 978,762 △ 96.7

５ 負担金等 3,092 0.7 720 0.0 2,372 329.4

（支出）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 増 減 率

1,220,715 100.0 3,147,868 100.0 △ 1,927,153 △ 61.2

１ 建設改良費 223,206 18.3 2,017,669 64.1 △ 1,794,463 △ 88.9

２ 企業債償還金 997,509 81.7 1,130,199 35.9 △ 132,690 △ 11.7

１ 資本的支出

（単位：千円・％）

　令和６年度の資本的収入・支出予算は、資本的収入が４億３千万円で、対前年度比８１．
６％の減、資本的支出が１２億２千万円で、対前年度比６１．２％の減になっています。

１ 資本的収入

款　項
令和６年度 令和５年度 比 較

（単位：千円・％）

款　項
令和６年度 令和５年度 比 較

終末処理場消化槽設置事業の完了により、資本的収入の企業債が9億4千万円の減、国庫補助金が
9億8千万円の減、資本的支出の建設改良費が17億9千万円の減となっています。
また、企業債償還金は償還元金の減により、1億3千万円の減となっています。

3


